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『徒
然
草
』
に
お
け
る
盛
親
僧
都
像
と
中
国
の
隠
逸
者

は
じ
め
に

「徒
然
草
』
第
六
十
段
に
は
、
仁
和
寺
真
乗
院
の
盛
親
僧
都
の
自
由

で
わ
が
ま
ま
な
行
動
が
描
か
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
盛
親
僧
都
は
、
「徒
然
草
』
の
う
ち
、
も

っ
と
も
綿
密
か

つ
精
級
に
描
写
さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、
兼
好
の
見
出
し
た
理
想

的
な
人
間
像
の

一
つ
で
あ
る
。

本
稿
で
着
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
盛
親
僧
都
の
人
物
描
写

に
、
中
国
の
隠
逸
者
像
の
影
響
が
色
濃
く
う
か
が
え
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
院
籍
、
陶
淵
明
な
ど
中
国
の
隠
逸
者
の
持

つ
イ
メ
ー
ジ
が
第
六
十

段
の
人
物
造
形
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
考
察

し
、
兼
好
の
求
め
た
隠
者
像
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　

陶
淵
明
伝
と
の
関
わ
り

第
六
十
段
は
三
つ
の
節
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
節
は
、
盛
親
僧
都
の

好
物
で
あ
る
芋
頭
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
愛
好
ぶ
り
が
描
か
れ
て
い

謝
　
ユエ
群

る
。
第
二
節
は
、
盛
親
僧
都
が
あ
る
法
師
に

「
し
ろ
う
る
り
」
と
い
う

異
名
を
つ
け
た
話
で
あ
り
、
第
三
節
は
、
盛
親
僧
都
の
性
格
に
つ
い
て

の
全
体
的
な
描
写
で
あ
る
。
ま
ず
は
第

一
節
を
掲
げ
て
み
る
。

真
乗
院
に
、
盛
親
僧
都
と
て
や
ご
と
な
き
智
者
有
け
り
。
芋
頭

と
い
ふ
も
の
を
好
み
て
多
く
食
ひ
け
り
。
談
義
の
坐
に
て
も
、
大

な
る
鉢
に
う
づ
た
か
く
盛
り
て
、
膝
元
に
置
き
つ
ゝ
、
食
ひ
な
が

ら
ぞ
文
を
も
読
み
け
る
。
煩
ふ
こ
と
あ
る
に
は
、
七
日
、
二
七
日

な
ど
、
療
治
と
て
籠
ゐ
て
、
思
ふ
様
に
よ
き
芋
頭
を
選
び
て
、
こ

と
に
多
く
食
ひ
て
、
よ
ろ
づ
病
を
も
癒
し
け
り
。
人
に
食
は
す
る

こ
と
な
し
。
た
ゞ
ひ
と
り
の
み
ぞ
食
ひ
け
る
。
き
は
め
て
貧
し
か

り
け
る
に
、
師
匠
死
に
さ
ま
に
、
銭
三
百
貫
と
坊

一
譲
り
た
り
け

る
を
、
坊
を
百
貫
に
売
り
て
、
か
れ
こ
れ
三
万
疋
を
芋
頭
の
あ
し

と
定
め
て
、
京
な
る
人
に
預
け
て
置
き
て
、
十
貫
づ

ゝ
取
寄
せ
て
、

芋
頭
を
と
も
し
か
ら
ず
召
し
け
る
ほ
ど
に
、
又
異
用
に
用
ゐ
る
こ

と
な
く
し
て
、
そ
の
あ
し
皆
に
成
に
け
り
。
三
百
の
物
を
貧
し
き

身
に
ま
う
け
て
、
か
く
計
ら
ひ
け
る
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
き
道

心
者
な
り
と
ぞ
、
人
申
け
る
。



盛
親
僧
都
は
き
わ
め
て
貧
し
か
っ
た
が
、
師
匠
の
死
に
際
に
、
銭
二

百
貫
と
僧
房

一
つ
を
譲
ら
れ
、
僧
房
を
百
貫
で
売
り
払

っ
た
そ
の
全
額

を
芋
頭
の
代
金
と
決
め
、
一界
都
に
い
る
人
に
預
け
、
十
貫
ず
つ
取
り
寄

せ
て
は
芋
頭
を
食
し
て
い
る
う
ち
に
、
他
の
費
用
に
使
う
こ
と
な
く
使

い
果
た
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、
「徒
然
草

抄

（磐
斎
抄
と

に
、
「僧
都
の
み
に
あ
ら
ず
。
淵
明
に
顔
延
之
が
銭
二

十
万
を
く
り
た
れ
ば
。
即
送
・碍
酒
家
一酒
を
と
り
て
の
み
た
る
な
り
。」

（国
立
国
会
図
書
館
蔵
寛
文
元
年
刊
本
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陶

瑚
刊
¨
嘲
陣
餃
噸
利
見
療
い
』
Ｃ
紳
麟
瀾
Ⅷ
明
の
故
事
を

『宋
書
』
巻

性
嗜
レ
酒
、
而
家
貧
不
レ
能
二
恒
得
・。
（中
略
）
顔
延
之
為
二
劉
柳
後

軍
功
曹
一、在
二
尋
陽
ヽ
奥
レ
潜
情
款
。後
為
レ
始
安
郡
、
経
過
、
日
々

造
レ
潜
、
毎
レ
往
必
酎
飲
致
レ
酔
。
臨
レ
去
、
留
■

一萬
銭
一典
レ
潜
、

潜
悉
送
二
酒
家
一、
精
就
レ
取
レ
酒
。

陶
淵
明
は
酒
を
好
ん
で
い
た
け
れ
ど
も
、
家
が
貧
し
か
っ
た
た
め
自

由
に
飲
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
顔
延
之
は
、
尋
陽
に
い
た
時
、
陶

淵
明
と
深
い
交
友
関
係
を
結
び
、
後
に
始
安
郡
の
大
守
に
な
っ
て
か
ら

も
尋
陽
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
は
必
ず
陶
淵
明
を
訪
ね
て

一
緒
に
酒
を
飲

ん
だ
。
そ
し
て
顔
延
之
は
任
地
に
赴
く
前
に
二
万
銭
を
陶
淵
明
に
残

し
、
陶
淵
明
は
そ
の
全
額
を
酒
屋
に
持
っ
て
行
き
、
少
し
ず
つ
酒
を
取

り
寄
せ
た
と
い
う
。
こ
の
話
と
先
の
盛
親
僧
都
の
話
と
を
比
較
す
る

と
、
両
者
の
モ
チ
ー
フ
は
ま
っ
た
く
同
じ
と
言
え
よ
う
。
貧
し
い
生
活

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
思
い
が
け
ず
大
金
が
入
り
、
そ
れ
を
自
分
で
所

持
せ
ず
、
他
人
に
預
け
、
全
額
嗜
好
物
に
使

っ
て
し
ま
う
。
金
銭
、
財

物
を
至
上
に
置
く
世
俗
の
価
値
観
と
は
異
な
り
、
芋
頭
や
酒
を
価
値
基

準
の
最
高
位
に
据
え
た
盛
親
僧
都
と
陶
淵
明
は
、
嗜
好
に
対
す
る
愛
着

の
深
さ
と
、
金
銭
に
対
す
る
無
欲
さ
に
お
い
て

一
致
し
て
い
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
つヽ
。

盛
親
僧
都
と
陶
淵
明
と
の
類
似
は
こ
の
箇
所
に
止
ま
ら
な
い
。
第
六

十
段
で
は
、
盛
親
僧
都
は
病
気
の
時
、
七
日
間
、
或
い
は
十
四
日
間
、

療
治
と
言

っ
て
僧
房
に
籠
り
続
け
、
上
等
な
芋
頭
を
選
ん
で
存
分
に
食

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ど
ん
な
病
気
も
治
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
陶

淵
明
も
そ
の
詩
に
、

汎
此
忘
憂
物
　
　
此
の
忘
憂
の
物
に
汎
か
べ
て
、

遠
我
遺
世
情
　
　
我
が
世
を
遺
る
る
の
情
を
遠
く
す
。

■
飲
酒
」
二
十
首
　
其
七
）

中
腸
縦
遥
情
　
　
中
腸
遥
か
な
る
情
を
縦
い
ま
ま
に
し
、

忘
彼
千
載
憂
　
　
彼
の
千
載
の
憂
い
を
忘
れ
ん
。

含
沸
斜
川
し

酒
能
祓
百
慮
　
　
酒
は
能
く
百
の
慮
い
を
祓
い
、

菊
解
制
額
齢
　
　
菊
は
解
く
額
る
る
齢
い
を
制
す
。３
九
日
間
居
し

と
詠
じ
て
お
り

（中
国
詩
人
選
集

『陶
淵
明
」、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）
、

「忘
憂
」
の
酒
は
、
「千
載
の
憂
」
、
「百
の
慮
」
な
ど
彼
の
心
を
痛
め
る

さ
ま
ざ
ま
な
悩
ふ
を
癒
し
た
と
い
う
。

「徒
然
草
』
第
六
十
段
の
こ
の

一
節
に
は
、
「宋
書
』
隠
逸
伝
に
見
ら



れ
る
陶
淵
明
の
故
事
が
強
く
影
響
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
一　
院
籍
伝
と
の
関
わ
り

次
に
、
第
三
節
に
記
さ
れ
る
盛
親
僧
都
の
性
格
の
描
写
と
、
「晋
書
』

院
籍
伝
と
の
類
似
性
を
検
討
し
た
い
。
第
二
節
は
、
次
の
よ
う
に
描
写

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
僧
都
は
Ａ
冽
湖
劃
ｄ
Ｎ
劃
繍
冽
「、
大
食
に
て
、
能
書
、
学

匠
、
弁
舌
人
に
勝
れ
て
、
宗
の
法
灯
な
れ
ば
、
寺
中
に
も
重
く
思

は
れ
た
り
け
れ
ど
も
、
■
馴
到
『
ｇ
州
馴
利
利
翻
剖
呵
ｑ
、
ｃ
劃

刻
奥
Ⅵ
劇
副
剛
口
＝
日
「
１
コ
バ
「
「
個
口
刹
「
引
川
測
Ч
劇
「
判
ｄ
刹
刊
ｕ
ｏ
Ｄ
劇
剤
ロ

川
Ч
ａ
「
一‐型
日
間
州
劇
川
コ
ロ
剤
烈
ｄ
劇
用
劇
期
、
パ
劇
引
川
¶
嘲
割
則
「
劃
判
Ｎ
Ｊ
列
州
州
引
劃
ｄ
列
団

州
側
¶
′、‐‐
釧
謝
珊
＝
日
劃
判
べ
Ｊ
倒
謝
鯛
日
「
１
劇
＝
州
劉
Ч
瀾
Ⅶ
川
口
明
劇
Ⅵ
側
剤
¶
「
Ⅶ
冽
Ч
ｌ
日
用

＝
＝
劇
劇
明
謝
鯛
日
「
Ｊ
酬
引
倒
州
「
づ
測
Ⅶ
Ｊ
判
側
∃
「
副
回
＝
＝
川
悧
明
ｑ
ｄ
り
、
刊
劉
剛
引
制
、―
ユーバ

川
別
劉
＝
ｕ
川
Ⅵ
制
爛
剛
冽
Ч
割
到
回
コ
引
ｑ
刺
硼
忍
刷
洲
判
刻
Ｊ
引
□
「
１
瀾
劉
劇
劇
日
劇
Ⅵ
剛
謝
口
川
劇

襴
倒
翻
到
劇
、―
一―側
コ
相
洲
Ⅵ
測
思
囲
１
【―樹
「
劉
劇
剛
Ⅲ
川
翻
悧
「
刊
、
１
‐′ゝＩⅥ
洲
劃
倒
ｚｌ綱
引
Ｊ
判
Ｊ
ｑ

州
悩
川
ョ
制
１
・―川
¶
Ч
ヨ
呵
劇
「
ｄ
引
劃
闇
劉
測
刊
バ
州
「
¶
剣
＝
副
団
¶
調
Ч
洲
「
測
趨
川
、
翻
制
翻
側

剖
制
¶
、
心
澄
ま
し
て
Ｅ
嘲
割
劇
割
「な
ど
、
Ｆ
当
９
「
引
引
劇
司

劃
刑
昴
「
釧
Ч
Ｊ
バ
ロ
用
翻
悧
鋼
襴
＝
引
剣
ｑ
訓
割
刷
＝
悧
刀

徳
の
至

れ
り
け
る
に
こ
そ
。

一
方
、
霊
日
書
』
巻
四
十
九
の
院
籍
伝
の
冒
頭
部
は
次
の
通
り
で
あ

２つ
。

院
籍
字
嗣
宗
、
陳
留
尉
氏
人
也
。
父
璃
、
魏
丞
相
嫁
、
知
二
名

於
世
・。
ａ細
容
利
劇
側
劇
祠
剣
刻
別
、
ｂ
倒
烈
州
得
、
ｃ倒
側
【

‐́‐壺
【、
而
喜
怒
不
レ
形
二
於
色
・。
ｄ
功
閉
冒
矧
Л
薯
コ
日
刷
【
翻
『

或
劉
瓢
剛
嘲
バ
「
瓢
州
則
司
日
「
博
コ
覧
群
籍
一、
尤
好
二
荘
老
一。

嗜
レ
酒
能
レ
ｅ
馴
、
善
弾
レ
琴
。
当
二
其
得
レ
意
一、
忽
忘
二
形
骸
一。

ｆ
劇
「
バ
列
釧
詞
二‐
引
コ
増
一^‐．
硼
躙
別
刺
綱
刃
割
習
矧
翻
馴
調
胴
引
劃
１
，ヽ．―別
劃
倒
細
閉

０

院
籍
は
字
を
嗣
宗
と
い
い
、
陳
留
尉
氏
の
人
で
あ
る
。
父
の
璃
は
魏

の
丞
相

・
曹
操
の
橡
属
で
あ

っ
て
、
そ
の
名
が
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。

院
籍
は
、
容
貌
が
優
れ
、
気
迫
が
大
き
く
、
世
に
倣
り
、
わ
が
ま
ま
で

他
に
拘
束
さ
れ
ず
、
ま
た
喜
び
や
怒
り
の
感
情
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と

も
な
か

っ
た
。
家
に
籠

っ
て
読
書
に
耽
る
と
何
ヶ
月
も
外
出
せ
ず
、
山

水
を
歩
き
廻
る
と
何
日
も
帰

っ
て
こ
な
か

っ
た
。
群
書
を
博
覧
し
、
特

に
老
荘
を
好
ん
だ
。
酒
を
多
く
飲
み
、
哺
き
を
よ
く
し
、
琴
も
上
手
で
、

我
が
意
に
か
な
え
ば
自
身
の
肉
体
の
存
在
さ
え
忘
れ
た
。
当
時
の
人
々

は
皆
彼
を

「痕
」
と
言

っ
た
が
、
た
だ

一
人
従
兄
の
文
業
だ
け
は
院
籍

に
歎
服
し
、
自
分
よ
り
勝
る
者
だ
と
思

っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
々
も

非
凡
だ
と
認
め
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

傍

線

部

Ａ

と

ａ
、

Ｂ

と

ｂ

、

Ｃ

と

ｃ
、

Ｄ

と

ｄ

、

Ｅ

と

ｅ
、

Ｆ

と

ｆ

が
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。

傍
線
部
Ａ
と

ａ
は
、
と
も
に
両
者
の
容
姿
の
素
晴
ら
し
さ
を
言
い
、

傍
線
部
Ｂ
と
ｂ
は
、
と
も
に
世
間
を
軽
視
す
る
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
傍
線
部
Ｃ
と

ｃ
は
、
い
ず
れ
も
他
人
に
東
縛
さ
れ
ず
、

自
由
奔
放
で
あ
る
と
記
し
て
あ
る
。
傍
線
部
Ｄ
と
ｄ
は
、
具
体
的
な
行
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動
の
描
写
で
あ
る
。
盛
親
僧
都
は
、
仏
事
に
呼
ば
れ
て
御
馳
走
の
膳
に

向
か
う
時
も
、
一
座
の
人
に
随
従
せ
ず
、
戒
律
上
の
作
法
も
守
ら
ず
に
、

自
分
が
食
べ
た
い
時
は
、
夜
中
で
も
夜
明
け
で
も
食
べ
る
。
ま
た
、
眠

く
な
る
と
昼
間
で
も
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
ろ
う
と
も
部

屋
に
閉
じ
籠

っ
て
眠
り
、
一
旦
目
が
覚
め
て
し
ま
う
と
、
幾
晩
も
寝
ず

に
哺
い
た
り
す
る
。
一
方
、
院
籍
は
何
ヶ
月
も
部
屋
に
閉
じ
籠
っ
て
読

書
に
熱
中
す
る
か
と
思
え
ば
、
ま
た
好
ん
で
山
水
を
歩
き
廻
っ
て
何
日

も
帰

っ
て
こ
な
い
。
両
者
の
行
動
内
容
の
細
部
は
異
な
る
が
、
思
う
ま

ま
に
振
舞

っ
て
、
自
分
の
世
界
に
没
頭
す
る
点
は
共
通
で
あ
る
。
ま
た
、

傍
線
部
Ｆ
と
ｆ
は
、
両
者
の
常
識
を
超
え
た
行
動
に
対
す
る
周
囲
の
評

価
が
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
比
較
か
ら
、
第
三
節
に
お
け
る
盛
親
僧
都
の
描
写
は
、
「晋

書
』
玩
籍
伝
に
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
院
籍
の
よ
う
な

人
物
像
は
、
霊
日
書
』
玩
籍
伝
の
み
な
ら
ず
、
漢
籍
及
び
日
本
の
漢
文
の

中
に
も
し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
兼
好
が
院
籍
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
か
否
か
は
以
上
の
比
較
の
み
で
は
判
然
と
し
な
い
。
そ
こ
で
、

次
に
、
傍
線
部
Ｅ
の

「嚇
き
歩
き
」
と
傍
線
部

ｅ
の

「哺
」
の
言
葉
に

焦
点
を
絞
っ
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

「哺
く
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
「古
語
大
辞
典
』
（小
学
館
）
に
は
、
「①

口
を
す
ぼ
め
て
、
息
を
強
く
吐
く
。
ま
た
、
口
を
す
ぼ
め
て
、
声
を
出

す
。
口
笛
を
吹
く
。
②
詩
歌
を
吟
詠
す
る
。
口
ず
さ
む
。
③
動
物
な
ど

が
ほ
え
る
。
鳥
な
ど
が
鳴
く
。
④
相
手
を
無
視
す
る
態
度
を
と
る
。
そ

し
ら
ぬ
顔
を
す
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
中
古
、
中
世
の

「哺
く
」

の
用
例
を
見
て
み
る
と
、
②
の
意
味
に
相
当
す
る
も
の
が
多
く
、
「徒

然
草
」
の
注
釈
書
で
も
、
第
六
十
段
の

「哺
き
歩
き
」
を
ほ
ぼ
そ
の
よ

う
に
解
釈
し
て
い
る
。

・
詩
歌
を
吟
じ
て
歩
き
廻
る
と
い
う
具
合
で
。

（西
尾
実
・
安
良
岡
康
作

「新
訂
徒
然
草
』、
岩
波
文
庫
、　
一
九
六
七
年
）

。
う
そ
ぶ
き
な
が
ら
歩
く
な
ど
と
い
う
具
合
で
。
「う
そ
ぶ
く
」
は
詩

歌
を
吟
じ
た
り
、
日
笛
を
ふ
く
こ
と
。
「う
そ
ぶ
き
あ
り
き
」
は
、

悠
然
と
し
て
の
ん
び
り
歩
く
さ
ま
を
い
う
。

（三
木
紀
人

『徒
然
草
全
訳
注
』、
講
談
社
学
術
文
庫
、　
一
九
八
二
年
）

。
詩
歌
な
ど
を
口
ず
さ
ん
で
歩
き
。

（久
保
田
淳

「徒
然
草
評
釈

・
百
二
十
六
」
「国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研

究
」
三
五
―
三
、　
一
九
八
九
年
二
月
号
）

な
お
、
「哺
く
」
の
語
は
、
「徒
然
草
』
で
は
第
六
十
段
の

「哺
き
歩

き
」

一
例
し
か
見
え
な
い
。
一
方
、
中
国
語
の

「哺
」
は
、
「説
文
』
に

「哺
、
吹
声
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
日
笛
を
吹
く
こ
と
を
示
す
。
魏
晋
時

代
に
は
、
神
仙
思
想
と
養
生
思
想
が
流
行
し
、
「哺
」
は
仙
人
の
し
ぐ
さ

と
言
わ
れ
、
名
士
の
間
で
流
行
っ
て
い
た
が
、
院
籍
は
、
そ
の
「哺
」
の

名
手
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『晋
書
」
院
籍
伝
に
は
、
彼
の
次
の
よ

う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。

籍
嘗
於
二
蘇
門
山
一遇
二
孫
登
Ｌ
輿
商
ヨ
略
終
古
及
栖
神
導
気
之

術
一、
登
皆
不
レ
応
、
籍
因
長
嚇
而
退
。
至
二
半
嶺
一、
聞
レ
有
■
戸

若
二
鸞
鳳
之
音
一、
響
乎
巌
谷
、
乃
登
之
喘
也
。

院
籍
は
蘇
門
山
で
孫
登
に
遇
い
、
終
古
及
び
栖
神
導
気
の
術
に
つ
い
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て
話
し
合
お
う
と
し
た
が
、
孫
登
は
い
っ
さ
い
返
事
を
し
な
か
っ
た
。

院
籍
は
長
哺
し
て
退
く
。
そ
し
て
半
嶺
ま
で
降
り
た
と
こ
ろ
、
孫
登
の

哺
き
が
聞
こ
え
、
そ
れ
は
鸞

・
鳳
の
鳴
き
声
の
よ
う
で
、
谷
に
響
き
わ

た
っ
た
と
い
う
。
こ
の
話
は

『世
説
新
語
』
棲
逸
篇
に
も
載
る
有
名
な

話
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
説
話
に
登
場
す
る
孫
登
に
つ
い
て
は
、
そ
の

伝
記
が

霊
日
書
』
隠
逸
伝
に
見
え
、
山
の
洞
窟
に
住
ん
で
い
た
隠
逸
者

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
院
籍
と
孫
登
の

「哺
」

が
俗
語
を
超
越
し
た
隠
逸
者
の
対
話
で
も
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

日
本
に
も
、
院
籍
を

「哺
」
と
関
連
さ
せ
て
詠
ん
だ
詩
が
多
く
あ
る
。

例
え
ば
藤
原
宇
合
が
、
コ
タ
笙
陸
機
海
、
飛
レ
緻
張
衡
林
。
清
風
入
一一同

嘲

、
流
水
詢
二
語
琴
Ｌ

（『懐
風
藻
』、
九
二

「遊
Ｌ
口野
川
Ｌ
。
日
本
古
典

文
学
大
系
）
と
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
、
「和
漢
朗
詠
集
』
（巻
下
、
竹
、
四

〓
二

・
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
収
め
る
章
孝
標
の
秀
句

「同
期
劇
淵
「人

歩
レ
月
、
子
猷
看
処
鳥
栖
レ
煙
」
に
お
い
て
も
、
院
籍
と

「嚇
」
が
結
び

付
け
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
成
立
の

「和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』
貧
和

漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
第
三
巻
、
大
学
堂
書
店
、
一
九
八
九
年
）
は
、
こ
の

章
孝
標
の
句
に
対
し
て
、
院
籍
が
孫
登
に
会
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用

し
て
説
明
し
て
い
る
。

此
詩
、
上
句
二
院
籍
ト
ハ
人
ノ
名
ナ
リ
。
晋
ノ
代
二
七
人
ノ
賢
人

ア
リ
キ
。
心
ヲ
一
二
シ
テ
、
ア
ヒ
イ
サ
ナ
ヒ
テ
、
晋
林
ト
イ
フ
竹

ノ
林
ニ
ス
ミ
テ
、
琴
ヲ
シ
ラ
ヘ
、
詩
ヲ
イ
ヒ
、
酒
ヲ
ノ
ミ
テ
、
心

ヲ
ヤ
リ
ツ
ヽ
世
ヲ
ス
コ
シ
キ
。
此
ヲ
竹
林
ノ
七
賢
ト
イ
フ
。
院
籍

ス
ナ
ハ
チ
ソ
ノ

一
也
。
七
賢
ト
ハ
、
薔
康
字
叔
奪

院
籍
字
嗣
で

院
咸

宝
暮
、
向
秀
字
子
甲

劉
伶
字
伯
や

王
戎
痣
ゃ̈

山
陶
字
巨
源
也
。
席
場

ト
ハ
、
カ
レ
ラ
カ
ウ
ソ
フ
キ
ア
リ
キ
シ
竹
ノ
林
也
。
囲
細
ノ、‐
‐
刻

剌
二‐
副
馴
馴
劉
劉
到
列
引
ジ
期
剤
制
句
孫
登
ト
イ
ヒ
シ
人
ノ
石
室
ノ

内
ニ
テ
竿
ヲ
シ
ラ
ヘ
シ
ニ
、
院
籍
ナ
カ
ク
ウ
ソ
フ
キ
タ
リ
シ
カ
、

曲
ニ
カ
ナ
ヒ
テ
イ
ミ
シ
カ
リ
ケ
ル
ナ
リ
。
烈
仙
伝
ニ
ミ
エ
タ
リ
。

人
歩
月
ト
ハ
、
竹
ノ
林
二
枝
マ
ノ
月
ノ
テ
ラ
シ
タ
ル
ニ
、
人
ノ
ア

リ
ク
ヲ
歩
月
卜
云
也
。

青
木
正
児
氏
の
論
考
に
よ
る
と
、
「哺
」
は
、
魏
晋
時
代
に
神
仙
家
や

道
家
が
養
生
的
意
義
を
持
た
せ
て
用
い
た
語
で
あ
り
、
そ
の
後
転
じ

て
、
神
仙
家
的
高
踏
生
活
の
意
も
加
わ
っ
た
と
い
う
。
氏
は
、
「源
平
盛

衰
記
」
か
ら
、
「宮
は
五
月
の
空
の
五
月
雨
の
雲
間
の
月
を
詠
つ
つ
、
御

心
を
澄
し
引
ぞ
到
＝
ｑ
、
何
の
行
末
も
思
召
知
ら
ぬ
折
節
に
」
（巻
十

〓
一、
熊
野
新
宮
軍
の
事
）
、
「住
江
殿
の
釣
殿
に
御
座
て
、
つ
く
づ
く
と
嘲

ｑ
」
（巻
三
六
、
維
盛
住
吉
詣
の
事
）
、
「平
家
物
語
」
（長
門
本
）
か
ら

「鳴

見
潟
し
ほ
ぢ
は
る
か
に
遠
見
し
て
、
常
に
浪
月
を
の
ぞ
み
、
浦
ふ
く
風

に
引
冽
劇
劃
「、
琵
琶
を
た
ん
じ
詩
を
詠
じ
、
な
ほ
ざ
り
に
あ
か
し
く
ら

し
給
ひ
け
り
」
（巻
七
、
太
政
大
臣
師
長
趣
配
所
給
事
）
な
ど
の
用
例
を
挙

げ
、
日
本
で
は
漢
文
の
影
響
で
中
世
以
後
、
詩
歌
を
回
ず
さ
む
意
と
し

て
の
み
で
な
く
、
高
踏
的
意
味
で
の
無
声
の

「哺
く
」
も
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。

「源
平
盛
衰
記
」
に
は
、
「晋
の
七
賢
は
竹
林
寺
に
馴
剖
」
（巻
三
、
右

大
将
の
事
）
と
あ
り
、
ま
た
、
先
に
引
用
し
た

『和
漢
朗
詠
集
永
済
注
』

な
ど
で
も
、
院
籍
は

「哺
」
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
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用
例
か
ら
日
本
に
お
け
る

「哺
く
」
と
い
う
語
の
意
味
の
変
遷
に
は
、

竹
林
の
七
賢
、
特
に
院
籍
伝
の
逸
話
が
強
く
影
響
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
六
十
段
の

「嚇
き
歩
き
」
も
、
玩
籍

の
「哺
」
を
意
識
し
て
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
」ヽ
の
語
は
、
玩

籍
と
同
様
、
俗
世
の
雑
念
を
払
拭
し
た
盛
親
僧
都
の
清
澄
な
境
地
を
表

現
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

以
上
、
盛
親
僧
都
と
院
籍
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
実
は
両
者
の
類
似

点
は
前
述
の
箇
所
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
第
六
十
段
に
は
、
盛
親
僧
都
は

「大
食
」
、
「能
書
」
、
「学
匠
」
と
描
か
れ
て
い
る
が
、
院
籍
は

『晋
書
』

に

「嗜
酒
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
群
書
を
博
覧
し
、
詩
文
と
も
に
世
に

重
視
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
盛
親
僧
都
は

「弁
舌
」

と
記
さ
れ
る
が
、
院
籍
は
老
荘
哲
学
の
弁
論
家
と
し
て
周
知
の
人
物
で

も
あ

っ
た
。

〓
一

「
し
ろ
う
る
り
」
と

「白
痕
」

次
は
第
二
節
を
考
察
す
る
。
こ
の
節
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

２
つ
。

此
僧
都
、
あ
る
法
師
を
見
て
、
「し
ろ
う
る
り
」
と
い
ふ
名
を
付

け
た
り
け
り
。
「と
は
何
も
の
ぞ
」
と
人
の
問
ひ
け
れ
ば
、
「さ
る

も
の
、
我
も
知
ら
ず
。
若
あ
ら
ま
し
か
ば
、
か
の
僧
が
顔
に
似
て

ん
」
と
ぞ
言
ひ
け
る
。

盛
親
僧
都
は
あ
る
法
師
を
見
て
、
「し
ろ
う
る
り
」
と
い
う
異
名
を

付
け
た
。
「そ
れ
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
」
と
人
が
聞
く
と
、
「そ
う
い

う
物
は
私
も
知
ら
な
い
。
も
し
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
僧
の
顔
に
似
て

い
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。

「し
ろ
う
る
り
」
は
、
「徒
然
草
』
の
難
語
と
し
て
、
近
世
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
解
釈
が
試
み
ら
れ
た
が
、
近
代
以
降
は
、
「し
ろ
う
る
り
」
に
対

し
て
、
特
別
な
意
味
を
付
け
な
い
方
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、

山
田
孝
雄
氏
は
、
「色
の
自
く
瑠
璃
の
如
く
つ
や
ノ
ヽ
し
た
る
顔
は
考

へ
ら
れ
た
り
と
思
へ
ど

一
定
の
意
あ
る
語
と
は
見
え
ず
、
何
と
な
く
口

に
任
せ
て
い
ひ
し
ま
で
の
こ
と
な
ら
む
、
但
し
何
と
な
く
僧
の
愚
か
し

き
姿
の
見
ゆ
る
や
う
に
思
は
る
ゝ
ふ
し
あ
る
は
面
白
し
」
貧
つ
れ
ノ
ヽ

草
」、
宝
文
館
、
一
九
四
二
年
）
、
安
良
岡
康
作
氏
は
、
「「し
ろ
」
は
、
自

で
あ
ろ
う
が
、
「う
る
り
」
は
不
明
。
盛
親
も
わ
か
ら
ず
に
あ
だ
名
し
て

い
る
の
で
あ
る
。」
牟
徒
然
草
全
注
釈
」、
角
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）、
久
保

田
淳
氏
は
、
「も
と
よ
り
盛
親
が
い
い
加
減
に
言
っ
た
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
無
意
味
な
言
葉
と
い
う
に
近
い
は
ず
」
翁
徒
然
草
評
釈
・

百
一
一十
二ハじ

と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
重
松
紀
彦
氏
は
、
「象
徴
す
る

も
の
が
何
で
あ
る
か
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
く
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

盛
親
僧
都
の
態
度
の
瓢
逸
さ
が
感
じ
ら
れ
た
ら
、（嫌
好
と
し
て
は
目
的

が
達
せ
ら
れ
た
と
み
て
差
支
え
な
い
」
と
述
べ
る
。

重
松
氏
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
第
二
節
の
目
的
は
、
盛
親
僧
都

の
態
度
の
瓢
逸
さ
を
表
現
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
「し
ろ
う
る
り
」
の
意
味
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
兼
好
の
描
い

た
盛
親
僧
都
の
瓢
逸
さ
を
十
分
に
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
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れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
、
「し
ろ
う
る
り
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
再

検
討
し
、
そ
の
機
能
を
考
え
た
い
。

ま
ず
、
伴
信
友
の
「比
古
婆
衣
」
含
伴
信
友
全
集
』
第
四
・国
書
刊
行
会
、

一
九
〇
七
年
）
巻
四
の

一
節
に
着
目
し
た
い
。

い
は
ゆ
る
自
う
る
り
と
は
、
か
の
法
師
の
愚
に
痕
た
る
を
誹
謗
れ

る
に
て
其
は
測
語
硼
刻
当
捌
刻
Ⅲ
渕
Ｊ
剛
日
「
創
劇
¶
引
引
馴
引
劉

引
Ｊ
Л
川
渕
劃
引
＝
引
到
倒
刻
潤
引
、́―
剖
ｄ
創
翻
刻
悧
引
日
Ч
創
倒
国

糊
相
劇
側
樹
翻
冽
刻
斗
嵐
蠍
爾
邸
訓
剣
〈‐
字
書
に
疲
を
不
慧
也
、
ま
た
神

思
不
足
也
な
ど
注
し
、
験
は
痕
也
と
注
せ
り
〉
と
同
言
の
転
れ
る
な

り

〈
俗
言
に
お
ろ
か
な
る
も
の
ヽ
状
を
う
ろ
り
う
ろ
ノ
ヽ
、
う
ろ
つ
く

な
ど
い
ひ
、
又
う
ろ
た
ゆ
な
ど
も
い
へ
り
〉
和
名
抄
に
細
魚
宇
留
里

古
と
み
え
た
る
魚
は

一
寸
許
な
る
小
魚
に
て
あ
ま
た
群
り
浮
連
り

て
川
の
汀
に
沿
ひ
て
遡
る
も
の
な
る
が
、
い
と
お
ろ
か
げ
に
て
人

に
伯
れ
驚
く
こ
と
な
き
を
童
子
な
ど
の
た
や
す
く
漉
捕
て
も
て
あ

そ
び
に
も
す
る
も
の
な
り
、
其
が
名
を
う
る
り
こ
と
い
へ
る
も
癌

た
る
よ
し
の
名
な
る
べ
き
は
た
お
も
ひ
合
す
べ
し

〈
若
狭
に
て
は

う
ろ
り
こ
と
も
い
へ
り
〉さ
て
か
の
法
師
を
盛
親
が
然
名
付
た
り
け

る
を
そ
の
意
を
得
ざ
る
人
の
白
う
る
り
と
は
何
な
る
物
ぞ
と
問
ヘ

る
を
、
や
が
て
其
人
を
も
併
せ
誹
謗
て
然
る
物
を
我
も
し
ら
ず
も

し
あ
ら
ま
し
か
ば
云
云
と
さ
れ
ば
み
た
る
ま
さ
な
言
と
ぞ
き
こ
え

た
る
、
（下
略
）

伴
信
友
の
説
に
よ
る
と
、
「
し
ろ
う
る
り
」
は

「白
痰
」
と
い
う
漢
語

表
現
か
ら
連
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
ウ
ル
リ
」
に
つ
い
て
も

「痰
」

の
上
代
の
訓

「
ウ
ル
ケ
」
か
ら
転
訛
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

今
再
び

『晋
書
』
の
玩
籍
伝
の
表
現
に
注
目
し
て
、
伴
信
友
の
こ
の

説
を
検
討
し
て
み
る
。

先
ほ
ど
に
引
用
し
た

霊
日
書
』
院
籍
伝
に
、
「時
人
多
謂
二
之
痰
こ
と

あ
る
。
当
時
の
世
俗
の
人
た
ち
は
院
籍
を
理
解
で
き
ず
、
「痕
」
と
評
価

し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
愚
鈍
な
人
を

「痕
」
と
い
う
の
は
院
籍
伝

に
特
有
の
表
現
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

王
藍
田
為
レ
人
晩
成
、
時
人
乃
調
∃
召
測
・。

貧
世
説
新
語
」
賞
誉
篇
・
新
釈
漢
文
大
系
）

襄
陽
羅
友
有
二
大
韻
・。
少
時
多
調
∃
ｇ
封

。貧
世
説
新
語
』
任
誕
篇
）

は
、
そ
の
よ
う
な
用
例
で
あ
る
。

ま
た
、
「痕
」
は

「白
痕
」
と
も
言
う
。
『蒙
求
』
の
故
事
を
見
て
み

よ

つヽ
。周
子
有
レ
兄
。
而
不
慧
不
レ
排
二
萩
麦
・。
故
不
レ
可
レ
立
。
杜
預
日
、

寂
大
豆
。
一里
麦
殊
レ
形
易
レ
別
。
故
以
為
二
痕
者
之
候

。
【
瓢
劃
凹

酬
謝
割
日
岬
　
　
含
蒙
求
』
三
九
二

「周
兄
無
慧
」
・
新
釈
漢
文
大
系
）

「不
慧

（智
恵
が
足
り
な
い
と

と
は
、
今
の
世
で
い
う

「自
痰
」
の

こ
と
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
「痰
」
の
も

っ
と
も
古
い
用
例
は
伴
信
友
の
指
摘
し
た

如
く

『
日
本
書
紀
』
神
代
下
に
見
え
る
。

因
奉
レ
教
之
日
、
以
レ
此
典
二
汝
兄
一時
、
乃
可
稗
日
、
大
鉤
、
限
蹄

鉤
、
貧
鉤
、
痕
験
鉤
。
言
詑
、
則
可
二
以
後
手
投
賜
・。
（中
略
）
眼
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路
鉤
、
此
云
二
須
須
能
美
賦
・。
劇
馴
剣
１
川
ヨ
刊
コ
鮒
副
到

。

（日
本
古
典
文
学
大
系
）

「日
本
書
紀
」
の

「疫
験
鉤
」
に
は

「千
楼
該
賦
」
と
訓
が
付
さ
れ
て

い
る
。
「痕
験
鉤
」
に
つ
い
て
、
「時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
で
は

「
ウ
ル
ケ
は
動
詞
の
連
用
形
で
あ
ろ
う
。
オ
ロ
ク
と
同
じ
語
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
鈍
っ
て
役
に
立
た
な
い
釣
針
の
意
と
な
る
。」
と
説
明
し
て

い
る
。
「類
衆
名
義
抄
』
（観
智
院
本
）
に
よ
る
と
、
「痕
」
は
、
「カ
タ

ク
ナ
、
オ
ロ
カ
ナ
リ
、
カ
タ
ク
ナ
シ
」
（法
下
上
ハ十
五
オ
）
の
意
、
「
験
」

は

「オ
ロ
カ
、
カ
タ
ク
ナ
」
（僧
中
・
五
十
一
オ
）
の
意
で
あ
る
。
「痕
験

鉤
」
の

「癌
」
と

「
験
」
は
同
義
で
あ
る
。

わ

鮮

靭

好

薪

阻
肝

螂
勢

秘

憾

″
は
一」轟

絆

「神
道
の
故
実
を
伝
え
、
禁
忌
を
き
び
し
く
守
っ
て
、
神
祇
信
仰
の
伝

統
を
伝
え
る
こ
と
に
つ
と
め
、
そ
の
こ
と
に
大
き
な
誇
り
を
持
っ
て
い

た
」
一
族
で
、
「平
野
流
に
出
た
兼
方
は
、
兼
好
が
生
ま
れ
た
頃
に
、
「釈

日
本
紀
」
と
い
う
最
初
の
本
格
的
な

『
日
本
書
紀
』
の
註
釈
書
を
あ
ら

わ
し
」
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
家
系
に
育

っ
た
兼
好
は

「
日
本
書
紀
』

の
教
養
を
十
分
持
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
兼
好
の
漢
籍
知
識

の
豊
か
さ
か
ら
も
、
院
籍
伝
の

「時
人
多
謂
二
之
痕
こ

の

「癌
」
か
ら

「自
凝
」
を
連
想
し
、
さ
ら
に

「白
癌
」
を

「し
ろ
う
る
り
」
と
訓
読
す

る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
」ゝ
の
よ
う
な
兼
好

独
自
の
漢
語
訓
読
は

『徒
然
草
』
の
他
の
章
段
に
も
見
ら
れ
る
。

智
者
が
相
手
に
異
名
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
つ
て
、
自
分
の
機
知

を
示
し
、
相
手
の
愚
か
さ
を
か
ら
か
う
と
い
う
よ
う
な
説
話
の
話
型
は

竹
林
の
七
賢
関
連
の
説
話
に
も
見
ら
れ
る
。
「世
説
新
語
』
簡
倣
篇
に

あ
る
呂
安
の
故
事
を
見
て
み
よ
う
。

薔
康
典
二
呂
安
一善
。
毎
・■
相
思
一、
千
里
命
レ
駕
。
安
後
来
、
値

康
不
レ
在
。
喜
出
レ
戸
延
レ
之
、
不
レ
入
、
題
二
門
上
一作
二
鳳
字
一而

去
。
喜
不
レ
覚
、
猶
以
為
レ
欣
。
故
作
二
鳳
字
一、
凡
鳥
也
。

薔
康
と
呂
安
と
は
仲
が
良
く
、
一
た
び
会
い
た
い
と
思
え
ば
、
千
里

を
隔
て
て
い
た
と
し
て
も
お
互
い
を
訪
ね
た
。
あ
る
時
呂
安
は
薔
康
を

訪
ね
た
が
、
鶴
康
は
不
在
で
、
兄
の
醤
喜
が
門
口
へ
出
て
請
じ
入
れ
よ

う
と
し
た
が
、
呂
安
は
入
ろ
う
と
は
せ
ず
、
門
の
上
に

「鳳
」
の
字
を

記
し
て
立
ち
去
っ
た
。
鳳
は
立
派
な
鳥
の
名
で
あ
る
が
、
文
字
を
分
解

す
る
と

「凡
鳥
」
と
な
り
、
呂
安
は
薔
喜
が
世
俗
的
、
平
凡
な
人
で
あ

る
の
を
軽
蔑
し
て
か
ら
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
語
喜
は
そ
の
意

味
を
悟
ら
ず
、
喜
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
説
話
は

『蒙
求
』
に
も
、
「呂
安

題
鳳
」
の
標
題
で
掲
載
さ
れ
、
非
常
に
有
名
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
薔
喜
は
院
籍
に
も
嫌
わ
れ
て
い
る
。
院
籍
が
、
語
喜
の

来
訪
に
対
し
て
は
嫌
悪
を
示
す
白
眼
で
迎
え
、
薔
康
に
対
し
て
は
、
親

し
み
を
示
す
青
眼
で
迎
え
た
と
い
う
逸
話
が
、
「晋
書
』
院
籍
伝
や
『世

説
新
語
」
簡
倣
篇
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

伴
信
友
の
考
証
は
、
論
拠
が
不
十
分
な
た
め
、
深
く
検
討
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
が
、
「日
本
書
紀
」
と

『和
名
抄
』
に
加
え
て
、
院
籍
伝
と
の

関
わ
り
を
踏
ま
え
て
考
え
れ
ば
、
「
し
ろ
う
る
り
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

「白
凝
」
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
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ろ
つヽ
か
。

第
六
十
段
で
は
、
盛
親
僧
都
は

「
や
ご
と
な
き
智
者
」
と
記
さ
れ
る
。

智
者
と
し
て
の
盛
親
僧
都
は
あ
る
法
師
に

「
し
ろ
う
る
り
」
と
い
う
異

名
を
付
け
た
。
あ
る
法
師
は
い
う
ま
で
も
な
く
愚
者
で
あ
ろ
う
。
そ
の

あ
ま
り
の
愚
か
さ
を
、
盛
親
僧
都
は
異
名
を

つ
け
て
か
ら
か

つ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
真
意
は
、
普
通
の
人
に
は
も
ち
ろ
ん
分
か
る
筈
が
な
い
。

兼
好
は
こ
の
節
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
盛
親
僧
都
の
機
知
と
、
そ
の

超
然
と
し
た
生
き
方
を
描
こ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
し
ろ
う

る
り
」
は
兼
好
の
意
図
的
な
虚
構
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
兼
好
は

中
国
の
隠
逸
者
の
説
話
か
ら
こ
の
よ
う
な
ユ
ー
モ
ア
の
発
想
も
学
ん
だ

の
で
あ
ろ
つヽ
。

四
　
盛
親
僧
都
の
実
像
に
つ
い
て

最
後
に
盛
親
僧
都
の
実
像
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

盛
親
僧
都
に
つ
い
て
は
、
伝
記
が
伝
わ

っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
性
格

が
奇
抜
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
兼
好
に
よ
っ
て
の
み
書
き
伝
え
ら
れ

た
人
物
で
は
な
い
か
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
中
新

敬
氏
が

「後
宇
多
院
御
灌
頂
記
」
に
盛
親
の
名
前
を
発
見
』
）
ま
た
近

年
、
五
味
文
彦
氏
も
、
正
応
五
年
の
真
言
院
後
七
日
御
修
法
の
記
録
に

盛
親
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
東
寺
関

係
の
史
料
に
盛
親
の
名
前
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
在

が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

今
、
こ
の
二
つ
の
史
料
を
検
討
す
る
と
、
ま
ず
正
応
五
年

（
〓
一九

一
こ
の
後
七
日
御
修
法
を
記
載
し
た

「正
応
五
年
後
七
日
御
修
法
修
僧

等
爽
名
事
」
含
大
日
本
古
文
書
』
「東
寺
文
書
し

に
は
、
盛
親
は

「権
律

師
」
の
身
分
で
登
場
す
る
。

阿
閣
梨
僧
正
法
印
大
和
尚
位
禅
助
　
金
剛
界

隆
証
法
印
権
大
僧
正
奨
〓護
摩
　
弘
舜
権
大
僧
都
息
災
護
摩
　
房
舜
権
大

僧
都
　
隆
雅
権
少
僧
都
　
実
縁
権
少
僧
都
五
大
尊
供
　
宗
済
権
少
僧
都

聖
天
供
　

禅

恵

権

律

師

　

厳

深

権

律

師

十
一
一天
供
　

囲

剛

旧

日

回

　

親

忠

権
律
師
諸
神
供
（下
略
）

兼
好
が
通
説
ど
お
り
弘
安
六
年

（
一
二
△
こ

の
生
ま
れ
だ
と
す
る

と
、
こ
の
年
、
兼
好
は
九
歳
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
盛
親
は
兼
好
と
同
時

代
の
人
で
、
し
か
も
兼
好
よ
り
年
長
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か

２一
。一
方
、
「後
宇
多
院
御
灌
頂
記
」
貧
群
書
類
従
』
第
二
十
四
輯
）
は
、
徳

治
三
年

（
三
二
〇
八
）

一
月
二
十
六
日
に
、
東
寺
で
行
わ
れ
た
後
宇
多

院
伝
法
灌
頂
の
儀
式
を
記
載
し
た
史
料
で
あ
る
。

次
持
花
衆
汁
二
口
。
夢
花
夢

権
大
僧
都
承
信
。
亮
禅
。
権
少
僧
都
長
親
。
一圏
剛
υ
長
禅
。
深
増
。

成
誉
。
行
耀
。
厳
昌
。
経
乗
。
寛
昭
。
寛
誉
。
経
然
。
頼
済
。
尊

誉
。
一房
守
。
覚
親
。
一回
調
υ
法
眼
顕
恵
。
権
律
師
憲
什
。
俊
暁
。
禅

重
。
育
親
。
禅
清

（下
略
）

次
持
金
剛
衆
廿
六
口
。

法
印
権
大
僧
都
定
厳
。
弘
舜
。
実
縁
。
禅
雄

（下
略
）
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こ
の
儀
式
で
は
、
盛
親
は

「持
花
衆
汁
二
日
」
の

一
人
と
し
て
出
仕

し
て
お
り
、
身
分
は

「権
少
僧
都
」
で
あ
っ
た
。

「徒
然
草
』
第
六
十
段
は
、
「真
乗
院
に
盛
親
僧
都
と
て
、
や
ご
と
な

き
智
者
有
引
切
」
、
「芋
頭
と
い
ふ
も
の
を
好
み
て
多
く
食
ひ
引
明
」
、

「人
に
厭
は
れ
ず
、
よ
ろ
づ
許
さ
れ
引
切
」
な
ど
と
、
間
接
経
験
を
示
す

助
動
詞

「け
り
」
に
よ
つ
て
文
が
結
ば
れ
て
お
り
、
盛
親
僧
都
に
つ
い

て
の
群
珊
は
、他
者
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
な

さ
れ
る
。
正
確
な
情
報
源
は
、
未
詳
と
言
う
他
な
い
が
、
例
え
ば
、
中

新
敬
氏
は
、
先
掲
の

「御
宇
多
院
御
灌
頂
記
」
に
道
我
の
名
前
が
見
え

る
こ
と
か
ら
、
兼
軒
壕
盛
親
の
逸
話
を
、
道
我
か
ら
聞
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
六
十
段
に
は
、
盛
親
僧
都
は
真
乗
院
の
僧
都
で
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仁
和
寺
に
情
報
源
が
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え

紺

膨
要

な

重
「諄

導
鶴

施

請

舜

締

集

が

」

一
、
国
馴
個
コ
伴
ひ
て
、
加
持
香
水
を
見
侍
し
に
、
い
ま
だ
果
て

ぬ
ほ
ど
に
僧
正
帰
り
出
で
侍
し
に
、
陳
の
戸
ま
で
僧
都
見
え

ず
。
法
師
ど
も
を
返
し
て
求
め
さ
す
る
に
、
「同
じ
さ
ま
な
る
大

衆
多
く
て
、
え
求
め
会
は
ず
」
と
云
て
、
い
と
久
し
く
て
出
た

り
し
を
、
「あ
な
わ
び
し
、
そ
れ
求
め
て
お
は
せ
よ
」
と
言
は
れ

し
に
、
帰
り
入
て
、
や
が
て
具
し
て
出
で
ぬ
。

こ
こ
に
登
場
す
る

「顕
助
」
僧
正
は
、
鳥
丸
本
で
は

「賢
助
十
靖
正

と
な
っ
て
お
り
、
従
来
、
「顕
助
」
と

「賢
助
」
の
両
説
が
あ
っ
た
。
正

肝

雌
協
げ
輔

鋒

鍾

雫

鱚

鱗

鷲

製

誇

艘

室
、
正
中
二
年

（
〓
〓
一五
）
に
は
東
寺
長
者
と
な
り
、
一九
徳
二
年

（
一

〓
〓
δ
）
三
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
兼
好
は
顕
助
と
交
友
関
係

を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
盛
親
に
つ
い
て
の
情
報
源
が
顕
助
で
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

兼
好
が

「徒
然
草
」
を
執
筆
し
た
時
期
に
は
盛
親
は
既
に
晩
年
で
あ

る
か
、
或
い
は
も
う
他
界
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
兼
好
は
他
か
ら

得
た
盛
親
の
奇
行
を

「徒
然
草
」
の

一
段
と
し
て
ま
と
め
た
と
考
え
ら

れ
る
。

お
わ
り
に

第
六
十
段
か
ら
は
、
盛
親
は
優
れ
た
知
性
の
持
ち
主
で
、
ひ
た
す
ら

仏
道
修
行
に
励
ん
で
い
る

一
方
、
傲
慢
、
わ
が
ま
ま
で
、
世
俗
の
名
聞

栄
達
と
は
程
遠
い
僧
侶
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で

考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
盛
親
僧
都
の
人
物
像
に
は
、
陶
淵
明
、
院
籍

な
ど
の
影
響
が
強
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
盛
親
僧
都
の
人
物
造

形
に
、
兼
好
の
潤
色
と
創
造
が
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

陶
淵
明
と
院
籍
は
、
乱
世
に
生
き
、
身
の
安
全
と
精
神
の
自
由
を
守

る
た
め
に
、
政
治
か
ら
身
を
引
い
た
所
謂
隠
逸
者
と
呼
ば
れ
る
人
物
で

あ
っ
た
。
兼
好
は

「徒
然
草
」
第
百
七
十
段
で
院
籍
の
故
事
、
第
百
七
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十
五
段
で
陶
淵
明
の
詩
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
院
籍

と
同
じ
く

「竹
林
の
七
賢
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
語
康
の
文
章
を
第
二

十

一
段
、
第
三
十
八
段
、
第
百
二
十
九
段
の
三
段
に
引
用
し
て
い
る
。

第
六
十
段
の
盛
親
僧
都
の
人
物
描
写
に
は
、
陶
淵
明
伝
、
院
籍
伝
な
ど

の
影
響
が
見
ら
れ
た
。
兼
好
は
、
陶
淵
明
、
玩
籍
な
ど
の
逸
話
か
ら
、

中
国
の
隠
逸
者
た
ち
に
共
通
す
る
俗
世
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
理
想

的
な
生
き
方
を
見
出
し
て
、盛
親
僧
都
と
い
う
人
物
造
形
に
反
映
さ
せ

た
の
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

注（１
）
例
え
ば
、次
田
香
澄
氏
は
、
「盛
親
僧
都
の
人
間
像
を
描
き
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
全
段
に
種
々
具
体
的
に
特
徴
・事
例
を
あ
げ
つ
つ
立
体
的
に
生

き
生
き
と
造
型
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る

（「兼
好
の
人
間
観
」
『徒
然

草
講
座
』
第

一
巻
、
有
精
堂
、　
一
九
七
四
年
）。
ま
た
、
冨
倉
徳
次
郎
氏
も
、

盛
親
僧
都
は

「兼
好
が
見
出
し
た
人
間
の
理
想
的
な
姿
の
一
つ
だ
」
と
指
摘

し
て
い
る

（『類
纂
評
釈
徒
然
草
』、
開
文
社
、　
一
九
五
七
年
）。

（２
）
陶
淵
明
の
伝
記
は
、
「宋
書
』
隠
逸
伝
、
昭
明
太
子
粛
統
の
「陶
淵
明
伝
」
、

「晋
書
』
隠
逸
伝
、
「南
史
』
隠
逸
伝
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
陶
淵
明
と

顔
延
之
と
の
こ
の
逸
話
は
、
「宋
書
』
と
爺
統
の

「陶
淵
明
伝
」
に
見
え
る
。

（３
）
青
木
正
児
「哺
の
歴
史
と
字
義
の
変
遷
」
傘
青
木
正
児
全
集
』
第
八
巻
、
春

秋
社
、　
一
九
七
一
年
）

（４
）
重
松
紀
彦

「
し
ろ
う
る
り
の
七
一一一呈
”理
論
的
考
察
」
（愛
媛
国
語
国
文
学

会

「国
文
研
究
』
第
四
号
、　
一
九
五
五
年
）

（５
）
大
隅
和
雄

「兼
好
と
神
道
」
（
徒
然
草
講
座
』
第

一
巻
、
有
精
堂
、
一
九

七
四
年
）

（６
）
例
え
ば
、
第
八
十
五
段
に
、
「至
り
て
愚
か
な
る
人
は
、
た
ま
ノ
ヽ
賢
な
る

人
を
見
て
、
こ
れ
を
憎
む
」
と
あ
る
が
、
「至
り
て
愚
か
な
る
人
」
は
兼
好
が

漢
語
の
「至
愚
人
」
を
そ
の
ま
ま
訓
読
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
安
良
岡
康
作

氏
が
指
摘
し
て
い
る

（『徒
然
草
全
注
釈
し
。

（７
）
例
え
ば
、
一昌
倉
徳
次
郎
氏
は
、
「
こ
の
真
乗
院
の
盛
親
僧
都
に
つ
い
て
は
、
他

に
伝
え
た
も
の
が
な
い
が
、
こ
う
し
た
人
間
像
は
恐
ら
く
は
文
芸
人
兼
好
に

よ
っ
て
の
み
描
き
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。」

と
述
べ
て
い
る

（冨
倉
徳
次
郎

（注
１
）
前
掲
書
）。

（８
）
中
新
敬

『徒
然
草
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
（私
家
版
、　
一
九
五
九
年
）

（９
）
五
味
文
彦

コ
徒
然
草
』
の
歴
史
学
』
「第
三
部
　
異
郷
と
遁
世
　
４
遁
世
の

周
辺
―
仁
和
寺
の
僧
た
ち
」
（朝
日
新
聞
社
、　
一
九
九
七
年
）

（１０
×
徒
然
草
』
に
お
け
る

「け
り
」
と

「き
」
の
使
用
は
、
特
別
な
場
合
を
除

い
て
、
「直
接
体
験
」
と

「間
接
体
験
」
の
別
を
示
し
て
い
る
。
細
谷
直
樹

『方

丈
記

・徒
然
草
論
』
（笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
）
、
堀
日
要
治

「徒
然
草
の
解

釈
文
法
」
弯
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
、
一
九
八
三
年

一
月
臨
時
増
刊
号
）
参
照
。

（
Ｈ
）
中
新
敬

（注
８
）
前
掲
書
。
な
お
、
道
我
は

『徒
然
草
』
第
百
六
十
段
に
名

が
見
え
、
ま
た
兼
好
と
の
贈
答
歌
が
あ
る
人
物
で
、
一
一人
に
交
友
関
係
が
あ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「兼
好
法
師
集
」
含
新
編
国
歌
大
観
し

に
は
道
我

と
の
贈
答
歌
が
四
首
あ
る
。

あ
づ
ま
へ
ま
か
り
侍
り
し
に
、
清
閑
寺
に
た
ち
よ
り
て
、
道
我
僧
都
に

あ
ひ
て
秋
は
か
へ
り
ま
で
く
べ
き
よ
し
申
し
侍
　
そ
う
づ

か
ぎ
り
し
る
い
の
ち
な
り
せ
ば
め
ぐ
り
あ
は
ん
秋
と
も
せ
め
て
ち
ぎ
り
お
か

ま
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（六
九
）

返
し

行
す
ゑ
の
い
の
ち
を
し
ら
ぬ
わ
か
れ
こ
そ
秋
と
も
ち
ぎ
る
た
の
み
な
り
け
れ

（七
〇
）
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後
宇
多
院
よ
り
よ
め
る
歌
ど
も
め
さ
れ
侍
り
け
る
に
、
た
て
ま
つ
る

と
て
僧
正
道
我
に
申
し
つ
か
は
し
侍
り
け
る

人
し
れ
ず
く
ち
は
て
ぬ
べ
き
こ
と
の
は
の
あ
ま
つ
そ
ら
ま
で
風
に
ち
る
ら

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
三
）

返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
正

こ
と
わ
り
や
あ
ま
つ
そ
ら
よ
り
ふ
く
風
ぞ
も
り
の
こ
の
は
を
ま
づ
さ
そ
ひ

け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
四
）

（‐２
と
徒
然
草
』
第
二
百
八
段
に
は
、
弘
舜
と
い
う
人
物
が
出
て
く
る
が
、
弘
舜

の
名
は
先
掲
の

「御
宇
多
院
御
灌
頂
記
」
に
見
え
る
。
武
石
彰
夫
氏
は
、
兼

好
と
弘
舜
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
「
三
百
九
段
の
記
載
は
直
接
の
見
間
で
は

な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
、
顕
助
、
道
我
を
通
し
て
の
伝
間
で
あ
っ
た
と

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る

（『徒
然
草

の
仏
教
圏
」
「第
四
章
　
兼
好
と
東
密
圏
」
、
桜
楓
社
、
一
九
七

一
年
）。
盛
親

僧
都
に
つ
い
て
の
情
報
源
を
考
え
る
際
に
は
、
氏
の
論
文
を
参
照
し
た
。

（
‐３
）
最
初
に
「顕
助
」
説
を
打
ち
出
し
た
の
は
林
栄
瑞
氏
で
あ
る
翁
兼
好
の
母
、

兼
雄
の
母

含
し
―
兼
好
の
家
族
的
生
活
圏
と
そ
の
背
景
―
」
、
「文
学
」
、
一

九
五
九
年

一
月
）
。
小
林
智
昭
氏
は
、
「正
徹
本
記
載
の
顕
助
を
と
り
、
兼
好

の
生
活
圏
に
お
け
る
関
東
の
重
大
さ
と
、
顕
助
と
の
自
然
な
結
び
つ
き
を

説
か
れ
る
林
瑞
栄
氏
の
論
考
は
き
わ
め
て
大
き
な
説
得
力
を
持
つ
。
し
か
し

顕
助
と
の
自
然
な
結
合
関
係
に
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
賢
助
説
を
否
定
し

さ
る
こ
と
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
、問
題
は
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
」

る
と
指
摘
し
て
い
る

（「家
持
香
水
を
め
ぐ
る
覚
え
書
き
」
「中
世
文
学
の
思

想
』
、
至
文
堂
、
一
九
六
四
年
）。
ま
た
、
五
味
文
彦
氏
は
、
「伝
来
の
旧
い
正

徹
本
や
常
縁
本
が
顕
助
と
し
て
い
る
こ
と
や
、
他
の
話
に
も
金
沢
氏
の
関
係

の
話
が
多
く
見
え
る
こ
と
か
ら
顕
助
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（注

（９
）

前
掲
書
）
と
述
べ
て
お
り
、
決
着
は
つ
い
て
い
な
い
。

（‐４
）
顕
助
の
付
法
の
禅
助
は
、
先
掲
の
正
応
五
年
後
七
日
御
修
法
と
御
宇
多

院
伝
法
灌
頂
の
儀
式
の
大
阿
閣
梨
を
勤
め
た
人
で
あ
る
。

※

『徒
然
草
』
本
文
の
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系

「方
丈
記

徒
然
草
』

（岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。
陶
淵
明
伝
と
玩
籍
伝
の
引
用
は
、
中
華
書
局

「宋

書
』
、
「晋
書
」
に
よ
つ
た
。

（し
ゃ

。
り

つ
ぐ
ん
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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